
2-4取り組む課題 ｜

c 1 ）都市の温暖化
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気象庁のデータでは、年平均気温の上昇がみられ、特に冬の気温の上昇が顕著（冬日※の減

少）で昆虫などの越冬に影響を与えていると考えられています。また、人の活動による廃熱

等で、東京都では市街地を中山にヒートアイランド現象※が顕在化しています。これらの問題

に刻しては省エネルギー、都市緑化等の総合的な温暖化対策の取り組みが必要です。地球の

温暖化は、生物多様性の危機※のひとつとされています。
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図 2-17 東京の平均気温の上昇R
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図 2-18 東京の冬日の減少円

(2）みどりの減少 （本〉

敷地の細分化や管理の負担が大きくなっ

ていることなどによって、民有地内等にあ

る樹木の減少が見られます。

樹木の本数は、2003（平成 15）年の緑の

実態調査では 24,024本で、前回調査

1992（平成4）年での26,303本と比較す

ると、 11年間で 2,279本（8.7%）減少し

ました。緑被率※は、屋上では増加してい

ますが、みどりの基本計画の目標（20%)

に向けて一層取り組む必要があります。公
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園面積ち少しずつ増えてはいますが、同計 Cha) 

画で示されている一人当たりの公園面積

(2.0mlに刻して、依然不足しています。

農地面積は3.1haで、減少傾向です。ま

た、湧水等の水辺が見られる揚所ち減少して

います。
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図 2-19 末さ別樹木本数の変化R
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私たち人聞がうるおいを感じ、そしていき

もののすめる環境として、水やみどりの保全

と創出が課題となっています。
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図 2-20 農地面積の減少R
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(3）いきものの変化

昆虫のチョウ類を倒にあげると、以前は大きな緑地や庭で観察されていたダイミョウセセ

リは、 1995（平成7)年を最後に区内での観察記録がありません。一方、南方系のチョウ、ナ

ガサキアゲハは2α)4（平成 16）年に、外来種※のアカポシゴマダラは2007（平成 19）年に

それぞれ最初の記録があり、それ以降毎年観察されるようになりまレ定。

鳥類では、 1f潟0年代からコゲラ、 1990年代からカワセミの観察側が抱えています。ま

た、 1980年代からはア才サギ、ダイサギ、コサギなどのサギ類が、住宅や公園の小さな池

でちで見られるようになっています。冬に北国から渡ってくるキンクロハジ口、 it¥シハジロ

などのカモ類は、 19欽〉年代から目黒川等で観察されるようになりました。主要緑地での個

体叡は、 1986（昭和61）年と 1999（平成 11）年の比較 Rで、コゲラ、メジロ、ムクドリ、

シジュウカラ、ヒヨドリ、ハシプトガラスなどが増え、カイツブリ、モズ、ジョウピタキ、

ウグイス、キビタキ、ツグミ、アオジ、方ナガなどが減少レています。

生物季節※は、サクラの咲き出す日やウグイスの初音※日などを記録していますが、

199(コ｛平成2)年ごろからミンミンゼミミの初鳴き日がアブラゼミより早くなりまレだ。

樹木等が減少レ、樹木の根元まで踏み固められて樹称に下草等が生えていないなど、地表

の裸地｛じゃ舗装化が進み、いきちのがすみにくくなっています。いきものは樹木や主の部分

を伝って移動レますが、樹木やj也、地面が減り、移動経絡が分断されています。また、外来

生物の増加ち見られ、生態系や人の暮らしへの影響が懸念されています．
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(4）区民の意識と暮らし

都市の住民の消費活動は、他の地域の生物多様

性に大きく影響を与えています。自然の恵みであ

る食昂では、莫大な量の食品を無取に廃棄し、食

品口ス※とレて問題視されています。 2011（平成

23）年の目黒区世論調査では、「生物多様性」の言

葉の認知度は「知らなかった」が6割近くとなっ

ており、「よく知っていた」「少し知っていた」を

合わせた4割より多くなっています。また、生物

多様性の施策への要望は、自然環境の保全や回復

施策が上位を占めています。

公園活動登録団体※やグリーンクラブ※団体数

は増加レています。駒場野公園では、自然クラブ

無回答

図 2-25 生物多様性の認知度 R

や地域などの参加で、雑木林※などの里山※管理が続いています。これらの活動を継続してい

くためのボランティアなどへの支援、人材の育成、情報を共有できる揚や機会の提供が課題

となっています。

区民一人ひとりについて、「ものの豊かさjから「こころの豊かさ」を大切にしていくライ

フスタイルへの転換が求められています。

全数1,849

昔からの林や野原など、残されているみどり

を保全する

魚やトンボなどが住めるよう池や川などの水
質や水量の改善や回復をする

公園などの公共施設に自然を回復する，fE.めの
場所や自然と触れ合える揚所を設ける
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図 2-26 生物多様性関連事業で重要なこと R
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園 2-27 ムクノキやモウソウチクのある屋敷林の風景｛すすめのお宿緑地公園） 区民による身近な生物調査叢より
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